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1．はじめに 

近年，大学の講義では少人数グループワークを

行うプロジェクト型学習(Project Based Leaning: 

PBL)が導入されている． 組込みシステム開発で

は，SCRUM[1]を取り入れた開発方法を実施して

きた．SCRUM はアジャイル開発における開発手

法の一つである．アジャイル開発は一つの製品

開発を複数回に分け，短期間の開発を繰り返し

行うという特徴がある[2] 

PBLではメンバ全員が密に連絡を取りあう必要

がある．遠隔では進捗の報告や振り返りの時間

を設けることを忘れてしまうという問題がある．

本研究ではこの問題を解決するために，Bot によ

る支援を行う．Bot とは「人の介在なしに，何か

を命令すると，その命令を遂行してくれるもの」

という概念やソフトウェアのことを指す[3].一般

的には SNS などでソフトウェアがチャットの応

答を代行する仕組み(チャットボット[4])が知られ

ている．  

本研究では遠隔で PBL を行う際にも作業中に

生じた問題点や、作業進捗の共有を図りやすく

するめに「進捗管理 Bot：タスかりくん」を提案

する．進捗管理Botは PBLでの作業単位であるタ

スクチケットを管理し、進捗状況やミーティン

グ時刻の通知によりスクラムイベントの効率化

のための支援を行う．これによりイベントへの

参加や，進捗の振り返りを意識付けることが見

込まれる． 

2．SCRUMに基づくイベント 

 本稿では SCRUMに基づいた提案を行う．以下

対象とするイベントについて述べる． (1)スプリ

ントプランニング(2)デイリースクラム(3)パーソ

ナルレトロスペクティブ(4)レトロスペクティブ

の 4つである．  

スプリントプランニングはスプリントの起点

であり，ここではスプリントで実⾏する作業の

計画を⽴てる[1]． デイリースクラムは，スクラ

ムチームの開発者のための 15 分のイベントであ

る[1]．このイベントでは互いに活動状況を共有

し，必要があれば計画を変更する．パーソナル

レトロスペクティブは，本システムで導入した

個人の振り返り時間である．自らの進捗や課題，

障害といった情報を整理する．レトロスペクテ

ィブではスクラムチームは，スプリント中に何

がうまくいったか，どのような問題が発⽣した

か，そしてそれらの問題がどのように解決され

たか（または解決されなかったか）について話

し合う[1]． 

3．進捗管理 Botシステム 

本章では，進捗管理 Botシステムについて提案

する．図 1に進捗管理 Botシステムを利用した際

の開発プロセスを示す．図 2には進捗管理 Botシ

ステムの利用例を示す．進捗管理 Botは，Discord

のサーバーにメンバとして導入し，テキストチ

ャネルにコマンドを入力して使用する．本章で

は Discord図 1の(1)～(4)について述べる． 

(1)スプリントプランニングでは，スクラムメ

ンバーはタスかりくんに各イベントの通知時間

の設定およびタスクチケットの入力を行う．こ

こでの各イベントとは毎日行うイベントである，

(2)デイリースクラム，(3)パーソナルレトロスペ
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クティブ，(4)レトロスペクティブの 4つを指す．

タスかりくんは毎日設定した時刻に各イベント

の開始時刻であることを通知する．イベントの

時間の設定の様子を図 2-aに示す． 

  タスクチケットの入力はスクラムメンバーが

タスク名をタスかりくんへ入力することで，タ

スかりくんがあらかじめ用意された空リストに

タスク名を格納する．タスク登録の様子を図 2-b

に示す． 

  (2)デイリースクラムでは，タスかりくんは指

定した時間にデイリースクラムの開始を通知す

る．もしタスかりくんが管理しているタスクの

リストにタスクが登録されていれば，リストを

表示する．スクラムメンバーは表示されたリス

トを基に当日のタスクを決定し，タスかりくん

に入力する． 

デイリースクラムの開始時間から 15 分経過す

ると，タスかりくんは終了時刻であることを通

知し，作業開始を促す．開始時間の通知と本日

のタスクを入力する様子を図 2-cに示す． 

 (3)パーソナルレトロスペクティブでは，タス

かりくんは指定した時間に開始時刻を通知し，

進捗を入力することを促すメッセージを表示す

る． スクラムメンバーは各自のタスクに対して

進捗を“未着手”、“進行中”、“終了”のいずれかで

入力する．開始時間の通知と進捗を入力する様

子を図 2-dに示す． 

 (4)レトロスペクティブでは，タスかりくんは

タスクリストを表示しながらレトロスペクティ

ブの開始を通知する．チームメンバーはタスか

りくんが提示したタスクの進捗状況を見ながら，

お互いの進捗に対するレビューや課題解決に向

けた相談，予定の変更について議論する．レト

ロスペクティブの通知の様子を図 2-eに示す． 

4．おわりに 

本研究では遠隔で行う，SCRUM を取り入れた

組込みシステム開発遠隔 PBL のための支援とし

て，進捗管理 Botを提案した．進捗管理 Botでは，

タスクチケットをリスト化し，タスク名，実行

者，進捗(“未着手”，”進行中”，”完了”)を記録す

る．これらのデータを基にした入力の簡易化や，

ミーティング時刻の通知といった支援を行う．

これによりイベントへの参加や，進捗の振り返

りを意識付けることが見込まれる．本稿では進

捗管理 Botの使用方法を表したプロセス記述を示

した．今後の課題として，①実験的に Discord で

の適応②通知頻度の変更や祝祭日の設定以上 2点

が挙げられる． 
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図 2 進捗管理 Bot：タスかりくんの使用例 
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